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ApolHn西reは、1913年11月から主催 していた雑誌レ∫肋浸勧 ル λ″な第25号
(1914年6月)に評論く釣mdtanisrrle‐LibEttime>を発表 した。そのエビグラフは、
当時大流行 した小説乃断伽昭 からの引用である。
Clest insupponable,v6●tablement,dans cette inarinc honand激sc on passe so
temps a changer dluniforme。(1%い,XXVIP。1硬3)①
これは腕 ∂回 のレヵjs`“r tt r`J“sの一節であるυしなぜApollinaireは自己の
芸術観を述べる文章に大衆小説の一行を引用したのであろうか。拙論の目的は、
Apollinareの創作活動にλ″励
“
が与えた影響を解明する研究の出発点として、
乃滅加asの成立状況を概観し、雑誌レs ttJr″sル助rJsにおける乃触加質の位
置を分析することによつて、Ap01linareとこの小説の関わりを明らかにすること
である。その理由は、Apollinareの作品に見られるユーモアや新しい芸術理論の
発想を明らかにする研究に、Frt″′伽
“
との関連・対照という視点を導入する必
要性を予測するからである。
乃漸伽則という作品は、20世紀の芸術の新しい方向を示した多くの詩人、小
説家たちの強い関心を惹いた。Apollinareをはじめ、この文学史的には無視され
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る連作小説を愛読していた文学者としてCendras,C∝teau,Desnos,Jacob,MJraux,
Queneauなどの名前を列挙するだけで、乃
“
′∂閣α勁 彼ゞらに与えた影響、存在感の
大きさが理解できようけし
Apollinaireは、Jacobとともに<S∝i6t6des amis de Fanめmas>をつくった。さら
に1914年7月16日付のレκ
“
″∫ルFァα
“
θθ誌の連載記表 la宙e an∝dOdquc>では、
Fa″′∂
““
を読むことが文学、芸術の世界で流行していると指摘し、この小説を
称賛している。
La lecture de腕∂
“
, c Pierre Souvestrc et dc Marcel AHain,cst en cc
moment fort a la mode dans plusicurs milicux litt6raires et artistiques。(..。)
Fb“′∂
“
est,au Point de vuc imaginatif,une des(Duvres ies Plus riches qui
e対stento Ls descHplons y sont presquc tottours eXactes,et,Plus tard,ce sera,pour
llargot∞n einporaln,une rnine de documents inapp[∝iables.°)
この新興芸術の推進者を魅了した助
“
′∂″則とはどのような小説であつたのか。
以下、このcoman‐fedlにton>の概略を提示することから始めよう。
Ⅱ
乃厳加
“
は、Pierre SouvestreとMarcel Allainとが、出版社A■hёme Fayardの求
めに応 じて書いた小説°である。Georges Sadoulの映画史では、出版当時の状況
が次のように述べ られている。
IIs siengagёrent,Par cOntrat,a founlir chaque mois un volume 250 pages.Lcs
murs de France se couvHrent diune affiche:un gigantesquc Ⅲ dit masquё,en habit noir,
cape et haut‐de―fonne,le poignard a la rnain,mettalt le pied sur Paris.
L£prclnier volume,publiこen octobre 1911,connut imin6diatement un su∝ёs
inc「oyable.Les fb孵
"se vendirent a 600 000 exemplalres,chaquc mois,ct furent
traduits dans touじs les iangucs,y comp●s L japonais.En tЮ a s,32 volumes furent
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この連続小説が流行した一因は、Apollind“が詩<zonので詠んだように「大声
で歌う」ポスターの影響も大きかったのではなかろうカイ°。黒い衣装に黒いシル
クハットをかぶり、片手に短剣をかざした仮面の人物は、街角で人々に強い印
象を与えたに違いない。そのことを裏付けるかのように、Robert Desnos
は<Complainte de」陶
“
励%s>を次のような詩句で締めくくっている。この詩は
1922年にKu■Wdllが曲をつけることによつて有名になった。
A‖ongeant son ombre iinmensc
Surle rnonde et sur Paris,
Quel eSt Ce spectre aux yeux gris
Qui Surgit dans le silence?
FantOmas,settt―ce toi
Qui te dresses sur les toib?°
)
SouvestreとAllahの2人は、Fattωの大部分を「口述蓄音機Jを使って執
筆したため、セリフは短く簡潔である0。主人公のFantOmasは、社会に対して反
逆行為を繰り返し、そのために信 じられないほどの変身をしたり、武器を用い
て大量殺人を実行する。この冷酷だがユーモアのある殺人犯を追跡するのが、
刑事JuveとジャーナリストのFandorである。彼 らの執拗な追跡にも関わらず、
FanЮmasは巧妙に逃亡してしまう。Sadoulは、この「犯罪の帝王」のことを、
B」acのVaut五nやByЮnのManfredらの子孫であると指摘している°)。 この小説の
特徴は、FttnkensteinやMaldororといった反逆者的な性格をもつFantOmasの犯罪
行為とその卑劣さが評価されるという点ではなかろうか。また、多くのシュル
レアリストたちの関心を集めた理由も、「悪の英雄」の社会への反逆と超現実
的な犯行の方法に自分たちの姿を重ね合わせるところがあつたからだと、考え
ることができるかもしれない。
この主人公のイメージを世界中に知らせることとなったのは、「あるがまま
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の人生鮨αl花′ιJJgクルルιSr)」シリーズの監督buis Fe」lladeによって映画化され
たことが、もっとも大きな理由であろう。彼は乃″′∂
“
αsシリーズの5本を演出し
た。0。 主人公FanЮmas役を演じたRenё Navarreが公共の場所に現れただけで大騒
動になったという。これは、映画というメディアがもたらした新しい現象であ
る。Aponinaireは19o7年に発表した短篇小説伽 レα
“ノ
加のなかで、すでにこのよ
うなマスメデイアが大衆に与える反響を描いているflll。
映画史家SadOulの意見によれば、Louis Feuilladcが撮影したF“Ю出 は、深い
抒情性を備えており、その物語にはまったく単調さや冗漫さがないという。
La sёrie des cinq Fa″″mas(avril 1913づuillet 1914),conStitua le cher―dicE vre
de Feuilladeo L'auteur de ttα ylig r`′′ι9“し′′ιθ∫r avait apportё a ce rilnl son sens du
ooncret,sa p“象3ision appliqu6e de bon oomptable mise au seⅣice de l invralsemblable et
du rocalnbolesqueo Mais cet admirateur sincёre et passionnё dc Ponson du Terrail sut
aussi,malgr6 1ui,d6montrer quil avait un sens profond de la po6sie,de la nature,ct plus
encore de ces rlles dc Paris,a qui liart diun Balzlc doit tant.Un lyrisme pЮfond mOnte
des toits sur lesqucls le bandit sienfuit.(..。)
Lc躙63it de Feuillade dans腕∂m est 'une saret6 pariaite.Aucune bavure,la
syntaxe reste tres silnPle;auCune rnonotone,aucune longucur dans le rCcit。(12)
この映画のなかで注 目しなければならないことは、主人公が自分の意志に従っ
て自由に、ほとんど時間をおかず さまざまなタイプの人物に変身する能力を有
することである。
Hn'apparaissait quc sous sa cagoule,ou sous ies dё8uisements les plus d市er .
Un ln6tamorphislme exLaordinaire le caa“五salt:il pouvait devenir a sOn gr6 tour a tOur
et presque silnultan6ment docteur rnondain,louche apache,idiot du village,religicux,
magistrat,roi de Hollande,homme des bois,naturiste ou clubman。(3)
この ような場面展開を可能にしたのは、カ ットバックなどの映画技術 のおか
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げである。数年来、拙稿において指摘しているとおりはり、ApollindEはシナリオ
肋 Brttα′J“θでこのような場面転換を頻繁に指示していた。そしてこの映画的手
法は彼の同時存在理論にもかなうものであった。以上のことを考慮すれば、本
論文の冒頭で指摘したこと、つまり評論くgmultanismeLibtttusme>のエビグラフ
に乃″″′留sが引用されている事実は、きわめて意義深いことなのである。ιιs
肋J′″s″Parなと及π伽四の関係から、この理由についてさらに考えてみよう。
Ⅲ
Lω ttJr″∫ Pαrlisは、1912年月にAndr6 Blllyがイニシアテイプをとり、
Guillaume Apollinaire、Renё Dalize、Andr6 Salmon、 And“Tudesqの5Aによって
創刊された月刊誌である。この雑誌は、第1号から第17号(1913年6月)までの
最初のシリーズと第18号(1913年11月)から第26、27の合併号 (1914年7、 8
月)までの第2シリーズに分かれる。特に後者は、Apdlin江reが中心的役割を果
たしている。ルs ttJr″∫ル Parおへの主たる寄稿者の名前を列挙 しよう。上記 5
人の他に、Francis Carco、Ja ques Dyssord、Max Jacob、Alfred Jarry、Challes
Petts、MauHce Rayndなど。この雑誌が今世紀初頭の新興芸術に対して果たし
た役割の重要性が理解されよう。レs ttJr″s″λ治は、ApommiК自身にとって
も、特別意味のある雑誌であった。最初のシリーズにおいて、彼は美術評論の
分野では、第 1号の巻頭論文<Du sttet dans la peinture modeme>や<L peinture
nouvellc>などの新 しい画家たちを擁護する論文を執筆 した。そして詩作では
AたωJsの巻頭詩くOnO(1つをはじめとして<vend6miairep、<Cors de chasse>、くLc
POnt Mirabeaじ、くClolldeFなど非常に重要な詩を発表している。
しかし、Apollinatteが新しv 芸ヽ術の方法を探求しそれを紹介するのは、彼が中
心的な役割を担 った第2シリーズである。AJεθ油の詩人は、芸術だとはまったく
認められていなかった映画を新しい芸術形態として積極的に受け入れた。彼は、
作家MauHce Raynalの手になる<chronique cin6matographque>という記事の連載
を始める。当時、雑誌や新聞に映画についてのスペースが与えられることはな
かったことを考えると、この判断は革新的なものである。さらに、Apollinareは
1914年には画家 Lop01d Sturzwageの「映画的美学の試み」°°である<Ryぬme
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Cd卸卜 に関する評論を掲載し、さまざまな雑誌や新聞でこの理論を評価 してい
る(D。また詩作の分野においてもApOlimiEは、「マニフェス ト的」意味をもつ、
最初のカリグラム詩<Lettre―Oc6anダリ、そして絵画詩<Ls Fenetres>ゃ会話詩
こ undi rtle ChHstiane>、くL Mudcien de Saint―M ⅡPなどの実験的な詩を発表し
ている。
以上のような芸術の新機軸を打ち出した第2シリー ズに、評論くSimultanisme―
Librettisme>が発表されたのである。そのうえ、同じ号以降では、新しい芸術の
理論や実践に関する記事とともに、乃
“
′∂″
“
に関連する記述が多く見られるよ
うになる。 以下、各号の内容の一部分を紹介してみよう。
Ⅳ
評論<gmdta‖sme―LibdasmOが発表された時期は、「同時性〈Jmutandt6)」
という語をめぐる一連の論争(19のときであった。この評論は、Apdlin」reを未来
派の指導者Mannettiの模倣者だと批判した詩人Barttnが批判したことに対する
Aponirlaireからの回答としての意味をもつ。
このなかでApouinaireは、自分力おarzunの<雨multandsme>に連なる者でないこ
とを明言し、その<dmdtandsme poCtique>が劇場的手法にすぎないと批判してい
る。そして、自分たちの実践した「同時性」をオーケストラの指揮者の態度に
重ねて論じた。Apollinareは、同時的存在を絵画だけではなく、詩作品にも用い
たことも明らかにしている(2の。
Ciest ainsi qu.on a tent6(ιlE"C加
“
た
“
r′ο
“
rrlisα
“
′,《Vend6miaire》,《Ls
Fenetres》, tc。)dihabituer ilespnt a concevoir un poeme simultanёment comme une
scene de la vie,BIttse Cendrars et Mme Delaunay―Te ck ont Fait un  pre niёre tentat ve
de silnultan6itё ёcrite oさdes contrastcs de coulcurs habituaient lioeil a lire dlun seul
regard l℃nsemble dlun poeme,cOmme un cher d'orchestre lit dlun seul∞up les not
superposees dans la partition,conllne on voit dlun seul coup les ёlёments plastiques et
ilnp●m`s dlune affiche.°1)
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上に引用した部分で述べられている<une premereじn愴lve de simultan6i“>とは、
Cendmrsの詩くL hse du Transsi“Hen et de la petit Jcarlne dc France>のことを指
している。これは、画家 Sonia Ddaunay―Terckの協力で実現した一種の¶∝me―
o可eレであり<le premier livre simultan`であった 幼゛。Cendmrsのこの作品がきっか
けとなり、「同時側 をめぐる論争が詩の分野におよぶことになったのである。
Cendrarsの詩<FantOmas>が掲載されているのは、「同時性」に対する
Apollin譴
“
の思想を述べたこの評論のあとである。35行からなるこの詩の冒頭の
一部分を引用しょう。
L simultan6isme est pass6iste
Tu mias menёau Cap chezle ttre MOChe au Mexique
Ettu m'as ramen6 a Saint_R;tersbour3 0さjhVais dqa 6t6
ここでは、<simultan6ismoが懐古主義であると詠まれている。上述したよう
な状況でこの詩が書かれたことを考慮するならば、この1行は、Barzllnの理論に
対する批判と考えることもできよう。乃
“
′δ″
“
が提示するような、時間空間を
超越した世界の姿を、Battunの「劇場型同時性」では表現できないのではなか
ろうか。
Ap011indre最初のカリグラム詩くLttre-Oo6an>は、詩<FantOmas>の次に位置す
る。Apollina廿eがこの詩において表現している「同時性」は、知覚による同時性
だけでなく、表現上の同時性をもねらったものであることは、そのタイトルか
ら読みとることができる。世界各国に時間を問わず流通している手紙こそ生活
のあらゆる場面を同時に結ぶ大洋なのである。放射状にのびた文字がそのこと
を暗示しているであろう。
以上のように考えれば、Lθs SθJ「″sごθ ParJs第25号は、評論くSimd櫨面sme―
Librettおme>によって、Bar」nに対するApollinareとcendrarsの回答を提示し、2つ
の実作によって自分たち独自の方法を明確にするような構成となっているとい
えよう。そして、その回答には小諏 α″″δ″
“
が効果的に利用されているのであ
る。
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レ∫肋′″∫″Parお第26、27号合併号は、次のような文から始まる。
Une dictamre aux《Soi“es dc Paris》.―Prorlttnt de liabsen∝des r6dacteurs
(ilS SOnt a chatillon,pour acheter une chienrle de garde),je cOnstitue ma dictature.
Ar″ε′θ
““
ι9″
Les coHaborateuns des Sο′rごcs aθParlis sontinstamment pri6s de ne plus envahir
ia revuc avec leurs visions de FantOmas,car 61cver un roman policier a la hauteur d'une
ёpop6e mondiale,ctst encore encouragerihutonにa pr dre les libe“sl s plusimpだvues.
Sligだ『Fα
"″“
この文章には、編集者の注が付される。彼らが言うところでは、編集の際に
はこのような一節はなく、印刷されてきた段階で初めて挿入されていたという
のである。変幻自在の怪人FantOmasの特性を利用した大変ユーモアのある第 1
ページである。しかし、筆者の意図は別のところにあつたのではないか。注の
最終部分に注意を払うべきであろう。彼らは乃″′∂′留sをstendhalやB udd洒reと
同じ水準で考えているのである。
On notem pllls loin,a pЮpos du poeme de M.Max Jacob,la consdtulon d'une
S.A.F。(SOciご
=ご
gs AttJsごθ Fa“め爾us)qui nOus pam■ni mOins myst6●euse ni moins
digne din歓51Ct que le Stendhal―Club ou le Baudelaire―Club。(3)
FantOmasの署名を用いて、刊行後に予測される批判的な反応を先取りして見
せる。そしてその批判に対する編集者の見解を注という形で簡潔に記すのであ
る。そのうえ、続くJa∞bの詩に読者の意識をむけることも忘れていない見事な
導入部だといえるだろう。またMau五∝ Ray劇のChЮ面que cin`matographiquc>
においても、Fa滅加
“
が取 り上げられる。論者は躊躇のそぶりを見せたあと、
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この映画、連続小説を絶賛する。
Et maintenant,oseral―Je・。・nioseral―Je pas?Ehrln,∞um.ge et a la grace de I)ieu!
malntenant.¨n蒻″濶郎 .
O noblesse!O beau“H est de ces sttetS qui vous 6crasent,et dont ia mtteS“
sereine,comme la splendeurinimitable,1滅ssentle spectateur pantelant,les yeux exorbi“s
et les lёvres muettes.Encore,sijhvais sous la main la plume dbn Bnlnetiёre!Maisje ne
dois aborder pareille entrepHse qulavec de fttbles fonnes,qu:avec inon enthousiasme,ct
quhv∝majeunesse.FanЮmas,PardOn!(¨.)
Mais ●en que dans ce ■lm, touFfu, compact et concentrで, que de g6nic
alaじ!(..)POur mOi,je pense que FantOmas estun Юman a det(¨。)の
助 ″′ηsは、上述のとおりJacObの詩<LHt pourla S.A.F.>でも登場する。この
詩は、Gab五el Arbouinの寄稿 したくLcttre―Oc6an>についての論文とApollimireのカ
リグラム詩4篇°助のあとに位置する。そして後には、LOp01d sturzwageの映画
理論 Rythme Color多が配置されている。
Ja∞bの寄稿 した文は、言葉遊びと会話を中心にした3連からなる詩のあと、
<Partie cHlqu)、<Partie philosophique et morale>と結論部にあたるで取10me inal a
prendre ou a laissep、そして<Les Concours du ConseⅣatoire>という5つの独立し
た部分から構成される。cPartie c五饉quのと<Axlome ind a prendre ou a l西sseDは
散文である。
JacobはくParde cntique>において、屁爾励昭 シリーズに共通する4つの要素を
列挙す る。それは、描写の簡潔さ、犯罪のお こる神秘的な環境 、高貴な人物に
変装したFantOmasを見抜 く警部Ju veの巧妙さ、そして世界中各地にひろがる
FantOmasとJuveの追跡である。特に、世界中を舞台に話が展開するという
乃″″″醐 特徴を例に挙げることによって強調している。そして、筆者を「明
敏で並外れた」詩人や「優れて巧妙な」劇作家と同一視する。さらに、登場人
物力おalzacやsueの登場人物の類型であるとつけ加えている。
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Dans ces occurrences les auteurs ne se montrent pas seulement des savants tits
forts en g6ographic(...)maiS des poetes algus,teribles,des auteurs dramatiques dlune
ing6niosit6 unique。
J'可Outerais,messicurs,que les caractёres sont nombreux,nouveaux,p“cis,
pittoresques,et s.61ёvent au type∞mme chez Balac ou Eugёne Suc。(..。)(η
これは結論部尋函ome ind a prendre ou a hisseDの最終行につながる。Jacobは、
Fa“″∂″励 文体の稚拙なことは非難するものの、構成や描写面ではRayndと同
様、賛辞を惜しまないのである。
Les rnembres de la S.A.F.ne pensent‐ils pas quc《FantOmas》est a la rois une
cuvre de synthёsc e  une 6tude de d6餞」ls?(2つ
以上のように、レs肋旋株″乃「むの最終巻となる第26、27号合併号において、
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sは、Apollinaireのカリグラム詩と斬新な映画理論くRythme
Color`という2つの前衛的な作品を結ぶ流れの中に置かれているだけでなく、
対等の扱いを受けているのである。
Ⅵ
ApolHn滅reが主催した雑誌レs Sοj″ sルλ′おにおける乃励伽出の位置を検討
した。そして、この流行小説には、新しい芸術上の理論やその実践に匹敵する
ほど重要な位置が与えられており、Apollinare研究に乃
"′
∂″asという視点を導入
することの重要性を提示することができたのではなかろうか。
今後、Fa“′∂″asとApollinareの作品と 内容を比較・対照することによつて、
この連続小説が詩人の創作活動にあたえた影響を具体的に検証することが必要
である。特に、変身というテーマか らの比較が有効であると考えられる。
Aponimireの作品には変身を題材にしたものが多い。L冒″あ′α「9“``rC″ではレ
DliSPrJ′lia“ご'肋
“
οだ S“brαεの擬態があるが、レ 乃′たassαssJだにおいては、仮面
連作小説 Faκ″
“
α∫とApdhn」К
をかぶることにより素顔を隠すという作品 (例えばレ RοJ物″,GJθソα″″Jν″θが,
Ita CЙttsι a′:αjgた,Cas tt brligαdiiιr ttrg“び―εセs″―a―Jlirιた′。。た″SSパcjπなど)が
目立つ。さらに晩年に発表された短篇作品α″
“
rg′
`∫
″力´ Jク
“
ιは、人類を改良す
るという目的で、顔の一部や手足を通常とは別の位置に複数、移植するに至る。
変身のテーマは幻想文学の作家がしばしば用いる方法ではあるが、仮面のテー
マカゝ p01li naireの後期作品に非常に多いという事実を解明するには、この
乃漱加側の影響を考慮する必要があるのではなかろうか。これらのことについ
ては、いずれ稿を改めて論じたい。
(付記)
1.脱稿直後に千葉文夫『ファントマ幻想 30年代のパリのメデイアと
芸術家たちJ(青土社、1998年12月)が出版された。日本では「映画
前史」の面からのみ登場していた乃励mを、paraht“ratureとして論評
する書物が新刊されたことは御同慶の至りである。
2.普通は「ファントマス」とSを発音するのが正しい。しかし、カナ
表記では圧倒的にSが無視されて今日に至っている。このことは上掲の
著作中にも明記されてあり、千葉氏はあえて慣例に従うとのことである。
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